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新
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f

 

妙
る‘
社
#

生
魏
の
復
活.の
類
末
を
記
し.？
遨

&

證
 

義
^

，
之
に
扳
杭
す
：
6

諸
主
：雜
を
腧
じ
、

：

薬
嫋
勞
働
黨 

:

の
改
造'
に̂

の
筆
を_

い
て
ゐ
る
：。

,,

.今
、
本
書
条
體
の
憤
偷^
.つ
.s
'l
:
富
.へ
ぼ
、
勿
論
英 

國
社
#
,主
義
め
全
體
を
記
述
し
た1
の
€
し
て
貴
重
な 

文
«
で
ぁ
る

ビ
云
ふ

ょ
卜
外
ぬ
«:
ぃ
o
. 0
に
ま
た
著
者 

そ
0
人
弟
、.：
そ

:©
«
の
序
文
^
見

え

，
る
や•ぅ
^
英
國
通 

で
あ
-
、̂

-R
?
獨
逸
文
:1
:
'
*
^
先
年
英
國
社
#
%
載
史 

の
翁
a
の
，*
，る
r
x
^
j
.

嫁
..' 

:
;#
か
こ
^
省
.の
1
‘激

'̂し
て 

適
稚
で
あ
る
こ
ゼ
^
物
語
る
も
の
^
あ
る
;"
.
0.:然
ん
第
ニ 

卷
金
體：

の
構
成
上
ぐS

第
三
部
た
る
'落

1
チ
ズ)

ム
，の 

辑
勸
0 :
.餘
b
R
P細
で
あ
つ
X
、
を
0
m四
部
^
ち
千 

八
：百
.五
+
五
年
.か
ら
千
九
W
一
 j

十
^
!:
至
る
^
で
の
，社 

重

義

f

說
並
運
：動
.

が
，
そ
の
第一

ニ
部
に
：麓

し

て

、
 

餘
り
に
前
略
で
あ
る
.

V 

V

を
遺
懺
^J

す
；る

;0
然
し
是
は 

.

構
成̂

の
峡
剧
で
- ^

る
が
'

、_
;1 ;

に
私
達
の
姓
*

し
. «

け
. 

れ

ば

な

い

こ
i

は̂

著
者
が
'

マ

ス

^
義
者
で

.

'

.

.第

！
號 

i

o

ゐ

る

电

ヒ

で
.あ
る
で
'而

t

て

著

者

が

マ

ル

ク

ス

主

義
*
 

汶

あ
^

こ
■客

が

著

し

く
.こ
©

書

に

表

は

れ

て

ゐ

る
.點

で
. 

•
あ
る
。
嘗
，て

小

泉

敎

授

は

英

國

社

會

運

動

史

に

關

す

る 

諸

文

獻

を

紹

介

批

判

し

て

、
べ
‘
+ァ
ー
氏
が
.千

九
¥

十
ーf

 

一
年
獨
文
に
て
ff
i

iK
し
た >

G
e
s
c
M
c
h
t
e

 

d
e
s

 

S
O
N
i
a
l
i
s
m
u
s

 

I: 

%

.

#昏

佐

技

及

1
5
、
.

こ

の

書

の

著

#

が
マ
ル
ク
ス
主 

)

義
で
あ
る
i

と

を

念

頭

に
®

い
て
“

讀

卷

は

こ

の

書

を 

ン
« -
v
き

t
)

 

S
を

注

意

し

た

c

^
が

あ

る

。(

云
田
學
會
雜 

:

誌

第

十

一

卷

第1
1

號

-1
^

國

社

會

運

動

史

に

つ
‘い
て」

；

'■

(

上

)

.：.參
'照)

.
r
v
.
の

批

評

は

ま
^

彼

の

英

國

»#-
虫

義

史
 

:
第

ま

卷

に

つ

い

て

も

言

ふ

こ

ど

が

银

來

ゃ

ラ

ど
^

ふ
。 

社

會

主
_

史

上

に

“お
^

て
'

ァ̂
ル
-
• 

4
ル
ク
ス
の
名
の 

重
要
で
.あ

る
r
jミ

は
T
.
J 

Aに

赘

言

を

要

し

な
K

«

た 

.

水̂
^

ス

が

千

/\
]5
四
+ -
九

年

か

&

千

八

西

八

十

三

年 

.
の
死
^

至

.

ま̂
で
，於
シ
.

〔

ド
ン
.{£
.居

住

し

、

？
ぅ
し
て
蚤 

:0
.-1
1
:會
主
義
遝
動
狀
：、
i t
.

.#
生

義

：
學

說

に

貢
®

し

*

礙
 

緖

を

打

ち

沿

す

^

M

.:^
は
.出

來

な

い

。

け

れ

ど

も

英

國

に
あ
け
4
ヵ
ァ\ 

• 

Tル-
^
_
ス
'の
影
響
は
；極
^
て
少
數
は
萸
ら
に
ベ-ァ
ー
氐
の
寒
書
を
«
く
こ
i
l:
i
,*9
て
、
 

.な

る

外

國£;
^
客
气
ヤ
イ
ン
ド
マ
ン
を
逝

じ
て

少

數

:'
英
_
社
會
連
動
に
關
し
て
よ
り
廣
汎
な
知
識
を
#

る
こ 

な

英

國

人

に

限

ら

，れ

.て
ゐ

允S
Kふ
こ
S
は
.多
數

のft
ミ
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

(

.加
田
哲
ニ) 

會
主
義
運
動
史
家
の
認
め
る
所
で
あ
る.。
然
る
に
べ「

' 

' 

ァ
4
氏
ば
マ
，
グ

ク

ス

並

:̂
そ
め
學
徙
だ
る
：->
ィ
ン
；ド
.‘
.
' 

I:::

小
#
笑
抓
諸
.

「

海

運

經

濟

論

第一

卷」.•.

 ̂

.

:
.京 
f

 

U

 

し

て

、
.
英

國

特

省

の

社
#

座

義

で

あ

る

ッ

H

ビ
.ャ

ン

社

\ 

.

鬼
.

憤
、
金

3L
0

.

» 

■ 

. 

- 

• 

. 

.. 

.... 

:

パ'

'

：

.
 

V

:
會

主

義

、
，
ギ
^
ド
社
會
虫
義
に
_

し

て

ょ

り

も

、

ょ

り

.
1

本

眷

は

小

岛

助

敎

授

が

京

都

帝

國

大

學

經

濟

學

部
^
 

多

ぐ

の

貪

數

を

费

し

て

ゐ

る

。
'
こ

の

こ

: ^
は
嘗
者
が
，
マ

於

け

る

講

義

を

璐

现

權

訂

し

て

公

に

し

^

も

の

で

、
今 

,
ル
キ
ス
ト
で
あ
づ
て
、

マ
ル
ク
\
ス

主

義

過

重

視

の

弊

にI
,

後

幾

年

か

の

間
.に

完
成
す
べ
き

海

速

經

濟

論

の

、
一
部
を 

陷

づ

た

も

の

で

あ

ら

う

名

姐

は

れ

る

點

で

あ

る

。
.

:.
一
な
す
も
の
で
あ
る
。
全

卷

三

百

八

十

餘

寅

を

緖

論

^
船 

然

し

、

一
國
^

あ

け

る

-
述

勘

：
の

全

般

の

歷

史

を

»

¥

_舶
 ̂

分
.
'つ
て
緖
論
を
三
章
、
®

舶
論
を
五 

ぐ

こ

ミ

は

極

め

て

難

事

れ

る

を

失

は

な

い

。

か 

>
る
雛
一
章
と
す
る
。
今

^

の

大

要

を

紹

介

す

る

と

、
緖
%

0
第 

事

業

を

遂

行

し

たV」

云
ふ
，點
.の

み

で

も

、
そ

の

見

方

の

•
一
章「

國

R

M
濟
.
€海
，運」

に
_於
て
先
づ
ー
般
的
說
明
ヾ
し 

偏

し

て

ゐ

る

位

の

こ
^
.は
默
過
す
べ
き
乙
ど
で
：あ
ら
う
し
て
古
代
及

.び

現

代

に

於

て

海

運
0

重
奥
視
せ
ら
.れ
し 

と

思

は

れ

る

。
.
夕
メ
ッ
ブ
坼
の「

英

國
^

あ
け
る
社
會
主
：
又
は
せ
ら

..
^

、
所

似

、

國
際
贸
易
補
助
の
機
關
ど
し
て 

義J
,

を

の

他

一

ニ

の

英

國

社

會

生

義

史

を

讀

ま

れ

.ft
人

：

海

運

の

®

要

な

る

所

：
以
、
' 海
運
獨
'立

の

必

要

あ

る

所〗
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^

: :.l

浓
十
3£

饴

、-

(
一

五
5

」

新

刑

紹

介
.

以

，
、

國

民

逄

業

の

.ー
ミ
し
.
.て
海
'外
臌
領
地
:̂
-0
關
係
に 

於
て
V
並
に
國
防
ビ
の
偏
係
^
於
て
の
海
運
の
地
位
を 

，ば
內
外
各
_
の
'例
を
以
て
說
明
し
セ
居
る
。
：次
に
第
一
一 

章
は「

我
國
の
經
濟
と
«
運」
ど
題
し
入
ロ
调
樾
を
解
決
パ 

す
る
爲
に
は
結
局
商H

立
國
主
義
に
ょ
ら
ざ
る
ベ
か
ら 

1
1そ
の
爲
め
に
は
又
海
運
の
雜
達
は
絕
對
的
^
必
要 

な
る
乙V

を
論
じ
、
猶
ほ
本
邦
の
海
運
は
現
時
の
發
速 

辟
度
^
•以
て
滿
见
す
る
こ
ヒ
能
は
ざ
る> J
ビ
を
：述
べ
て 

居
る
。
を
し
て
第
三
章
に
於
.て
ば
海
述
經
濟
の
內
容
， 

構
成
ビ
を
一
言
し
て
緖
論
を
終
つ
て
居
る
。
次
に
®
舶
. 

.論
は
著
者
の
見
に
ょ
れ
ば
海
運
經
濟
論
の
本
論
を
構
成
：
 

■f
ベ
^

海
述
經
濟
の
原
理
ビ
政
策
ミ
の
紙
究
R
對
ず
4 

豫
備
知
識
で
し
て
必
要
^,
る
'も
の
で
ぁ
つ
て
？
第
一
章 

.に
於
て
船
舶
の
意
_
ビ
船
舶
論
0
內
容
と
を
.示
し
>
第 

ニ
章
に
於
で
は「

船
舶
の
構
成
部
分
じ
ミ
題
し
て
船
體 

犮
«
裝
：の
各
部
分
や
船
體
0
進
水
に
圭
る
ま
で
の
遯
船 

手
績
を
說
明
し
、
第m

章
に
於
て
：は

「

船
舶
能
力」

‘
の

—

 

笫

一

號
一
冤
二

題

下

に

總

噸

數

、
純

噸

數

の
•如
き
.容

積

上
'の

能

力
e

、
. 

排

水

顺

數

フ

重

巍

噸

數

の

如

き

重
&

上

の

能

カ

ビ

、
速
：
 

力
ビ
の
，三

者

並

に

适

等
k

關

係

せ

る

事

項

を

說

明

し

て 

f

 

o
第
_

#

は
’「

澉

船

の

發

達

，

」

の
硏
究
に
宛
て
ら 

れ

、
丸

木

卅

の

昔

か

ら

タ
.1

ビ
.
ン
汽
船
®今

！：：

に

至

る
 

迄

の

船

舶

柳

造

上

P

發

達

の

歷

史

、
木
造
船
よ
り
コ
ン 

'/
ジ
I
十

船
に
亜
る
迄

:0
造

成

材

利

上

の

發

遂

の

歷 

史

、
«

褪

時

代

よ

タ

- m
氣
推
進
k

至
る
推
進
方
法
發
趦 

の

脎

史

、

木
船
時
代
，よ

り

銅

船

の

今
.日
に
至
る
，ま
で
の 

積

: *
力
及
び
速
力
に
.於

け

る

能

力

の

發

達

の

歴

史

、

及 

び

船

舶

能

力

の

增

加

て

收

益

力

の

猶

加

ヾ

し

め

關

«
罾 

を
述
べ
、
第
五
箪
は

「

船
舶
の
種
類
題
し
て
右
述
べ 

た

る

發

達

を

粗

て

來

れ

船

舶

を
'ば

技

術

的

、
.
經

濟

的

、 

法

律

的

の

見

地

か

ら

し

て

之

が

分

類

說

明

を

試

み
以

て 

卷

を

終

っ

て

屈

る

。

著
者
の
論
構
は
頗
る
紐
織
的
で
ぁ
る
、
そ
の
こ
と
は 

緖
論
第

.

ニ
章
に
於
て
本
邦
の
經
濟
ど
海
運

W

の
.

關
f

.

-述
ふ
名
に
.當
h
,、.本
邦

の

，
人

口

*

勢

か

ら

食

料

品

供

給 

狀
態
に
$
る
ま
で
本
邦
C
經
濟
狀
態
を
ば
或
は
過
ぎ
た
；
 

り
^
思
は
る
、
ま
で
に
綿
密
に
論
じ
之
ミ
海
運
ビ
の
關 

係
に
B
X，
は

«'

か

に

數

語

を

費

す

の

み

に

し

て

以

て

讀

む
^

^
.1
,
'て
兩
^
の
關
係
を
了
得
す
る
を
得
し
^
て
君
一

. 

.

. 

: 

i 

.

.

.

-
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

〉

.

:: 

'る
の
：點
'^
於
て
最
も
著
し
く
現
は'れ
て
居
■，る
.
。
：
.
又

本

書 

,は

贩

るreadable

で
あ
る
、こ.：

の
こ
ど
は
船
舶
論G
於 

.
:
.
:
T^
%
し

い
. 

'
蓋
し
辦
财
驗
は
著̂

の
言
の
如
ぐ®
運

經

.一
 

:

濟

康

梵
'0
觀
備
知
識ビ
ル

て
必
要
な
る
も
の
な名
^

も

一
 

.拘
ら
ず
を
の
硏
诜
は
兎
确
問
却
さ
れ
勝
ち
で
ぁ
る
、
そ 

れ
は
:«
際
從
^
の
海
速
論
^
於
け
る
船
舶
‘の
說
明
そ
の 

も
の
が
餘
ぅ
に
技
爾
的
機
械
饰
に
し
て
請
者
の
員

！*
を

J 

菊
く
に
^
-？V

な
'

S

の
.慽
が
ぁ
つ
た
こ
と̂
も

ょ

る

で

ぁ| 

，ら
ぅ
が
.、
經
濟
を
.修
.め
る
潘
；

，つ.て
は
技
«
の
#
は 

■分
：々
®
.い
.も
の
ビ
し
て
始
め
か
ら
決
め
，込
ん
で
居
る
ヾ
し 

い
^
事

情

：も

匁

い

，
で
，
は

^
い
；
。
：
然

る
^;
小

；島

助

敎

授
0

. 

*
-;
«
餐

は
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